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『エスカベーシック・シリーズ』の刊行にあたって

　今，管理栄養士・栄養士を取り巻く環境は激変している。2000 年 3 月の「栄養士法」改正

により，とりわけ管理栄養士は保健医療分野の重要な担い手に位置づけられた。しかし，現代

の大きなテーマとなっている「食の安全」や国民の「健康保持活動」の分野で，管理栄養士・

栄養士が十分な役割を果たしているかは意見が分かれるところである。

　同文書院では，2002 年 8 月に「管理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）」が発表され

たのを受けて，『ネオエスカ・シリーズ』を新ガイドラインに対応して全面的に改訂し，より

資質の高い管理栄養士の育成を目指す教科書シリーズとしての強化を図ってきた。

　『エスカベーシック・シリーズ』は，『ネオエスカ・シリーズ』のいわば兄弟版として位置づ

け，ガイドラインの「社会・環境と健康」「人体の構造と機能および疾病の成り立ち」「食べ物

と健康」「基礎栄養学」「応用栄養学」「臨床栄養学」「公衆栄養学」「栄養教育論」「給食管理」

の各分野の基本を徹底的に学ぶことに焦点をあて，応用力があり，各職域・現場で即戦力にな

りうる人材の養成を目指すことにした。

　本シリーズは『ネオエスカ・シリーズ』と同様，“基本的な事項を豊富な図表・イラストと

平易な文章でわかりやすく解説する”とのコンセプトは踏襲しているが，より一層「コンパク

ト」に「見やすく」したのが最大の特徴で，内容もキーワードを網羅し，管理栄養士・栄養士

養成施設校のみならず，栄養を学ぶすべての関係者に活用いただけるものと，自負している。

　2009 年 4 月
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まえがき

introduction

　本書は，栄養士・管理栄養士にとって必要な専門分野のうち，栄養指導・栄養教育分野の内容をまと

めたものです。管理栄養士養成校の導入教育にも使用できるよう編集していますが，とくに，次の 4点

をポイントとして作成させていただきました。

①　基本的な内容は，社団法人全国栄養士養成施設協会「栄養士養成課程コアカリキュラム」および「管

理栄養士国家試験出題基準（ガイドライン）」に沿った構成となっています。

②　図表を多く採用し，可能な限り，わりやすい記述に留意しています。

③　各章のまとめの学習を効果的に進められるように，章末に演習問題を設けております。これによっ

て，全国栄養士養成施設協会が実施する「栄養士実力試験」にも対応できるものとなっております。

④　教員が本書を活用する際に，図表をボード上などに示して講義を進めやすくできるよう，図表デー

タをまとめたCD ― ROMを無償で供与いたします。

　本書は 2012 年の刊行以来，多くの栄養士・管理栄養士養成校にてご採用いただいてきました。ただ，

第二版刊行から 5年以上を経過し，食・栄養をめぐる社会環境，法整備，各学会のガイドラインなどが

大きく変化してきました。そこで今回，第三版として最新のガイドライン，データに沿った内容となる

よう大幅に刷新いたしました。

　栄養士・管理栄養士の業務内容は，法規的に一般的か，高度かつ専門的かの違いはありますが，いず

れも，それぞれの名称を用いて「栄養の指導を業とする者」です。今後も，栄養士・管理栄養士にとっ

て「栄養指導」はもっとも基礎となるものですので，本書を大いに活用していただけたら幸いです。

　また，本書は，お忙しいなか，関係する諸先生方が，各章それぞれ分かりやすさと正確さを追求して

まとめてくださいました。ただ，短時間で執筆をお願いしましたことから，思わぬ表現や分かりにくい

表現があるかもしれません。何かお気づきの点等がありましたら，まず，私ども編著者にご連絡いただ

けますようお願いいたします。

　最後に，本書の企画・編集・発行について，同文書院の編集担当者には，多大なるご尽力に対して敬

意と深謝を申し上げる次第です。

　　　　　2025 年 4 月

 編著者一同　　
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3

〈学習のポイント〉

①栄養指導の意義・目的および目標を理解する。
②栄養指導における栄養士・管理栄養士の役割を理解する。

1．栄養指導の意義

1）栄養指導の意義と目的
　近年，国民の健康保持増進の問題は，重要な課

題となっている。健康増進法では，表 1 ― 1 の「国

民の責務　第二条」に示すように，国民一人ひと

りが自らの健康状態を自覚し，健康の増進に努め

ることが規定されている。つまり，一人ひとりが

正しい知識を持ち，自覚して自分の意志で生活習

慣を変えていく必要があるということである。こ

うした人々の健康増進を支えるうえで，栄養士・

管理栄養士は重要な役割を果たしており，栄養士

法の第 1 条では「栄養士とは，都道府県知事の免

許を受けて，栄養士の名称を用いて栄養の指導に

従事することを業とする者をいう」と定められて

いる。また，健康増進法第十七条では，「市町村

は，住民の健康の増進を図るため，医師，歯科医

師，薬剤師，保健師，助産師，看護師，准看護師，

管理栄養士，栄養士，歯科衛生士その他の職員に，

栄養の改善その他の生活習慣の改善に関する事項

につき住民からの相談に応じさせ，及び必要な栄

養指導その他の保健指導を行わせ，並びにこれら

に付随する業務を行わせるものとする」と定めて

いる。人々が自立して健康管理ができるように，

個々人を中心にすえ，国および地方自治体をはじ

め栄養士・管理栄養士などは，さまざまな職域の

力が十分に発揮されるようにかかわっていくこと

が求められている。

栄養指導の概念c h a p t e r

1
総 論

表 1 ― 1　栄養指導の法的根拠

健康増進法
（目的）
第一条　この法律は，我が国における急速な高齢
化の進展及び疾病構造の変化に伴い，国民の健康
の増進の重要性が著しく増大していることにかん
がみ，国民の健康の増進の総合的な推進に関し基
本的な事項を定めるとともに，国民の栄養の改善
その他の国民の健康の増進を図るための措置を講
じ，もって国民保健の向上を図ることを目的とす
る。

（国民の責務）
第二条　国民は，健康な生活習慣の重要性に対す
る関心と理解を深め，生涯にわたって，自らの健
康状態を自覚するとともに，健康の増進に努めな
ければならない。

（市町村による生活習慣相談等の実施）
第十七条　市町村は，住民の健康の増進を図るた
め，医師，歯科医師，薬剤師，保健師，助産師，
看護師，准看護師，管理栄養士，栄養士，歯科衛
生士その他の職員に，栄養の改善その他の生活習
慣の改善に関する事項につき住民からの相談に応
じさせ，及び必要な栄養指導その他の保健指導を
行わせ，並びにこれらに付随する業務を行わせる
ものとする。

栄養士法
第 1 条　この法律で栄養士とは，都道府県知事の
免許を受けて，栄養士の名称を用いて栄養の指導
に従事することを業とする者をいう。

（栄養士，管理栄養士の定義については，p.27 参照。）
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◎解答

1 ．（○）

2．（○）

3．（○）

4．（○）

5．（×）

6．（○）

7．（○）

演習問題

栄養指導の目標についての項目である。正しいものには「○」を，誤っているものには「×」を（　　）

内に記入しなさい。

1 ．健康・栄養に関する知識の理解と定着。　（　　）

2 ．食態度の形成。　（　　）

3 ．適切な栄養素摂取のために生活習慣を変更する。　（　　）

4 ．食に関するスキルの向上。　（　　）

5 ．栄養補助食品の積極的な摂取量増加。　（　　）

6 ．栄養・食生活情報の評価と選択能力の獲得。　（　　）

7 ．伝統的な食文化の継承。　（　　）
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〈学習のポイント〉

①栄養士法と栄養士制度を理解する。
②栄養指導に関係する法律を理解する。

1．栄養士制度と法律

1）栄養士法（1947〈昭和22〉年制定）
　栄養士法は，栄養士・管理栄養士の身分法であ

り，栄養士・管理栄養士の定義や免許，管理栄養

士国家試験，名称の使用制限（名称独占）などを

規定している。

（1）栄養士・管理栄養士の定義
　栄養士とは，都道府県知事の免許を受けて，栄

養士の名称を用いて栄養の指導に従事することを

業とする者をいう。

　管理栄養士とは，厚生労働大臣の免許を受け

て，管理栄養士の名称を用いて，以下の業務に従

事する者をいう。

①傷病者に対する療養のため必要な栄養の指導。

②�個人の身体の状況，栄養状態などに応じた高度

の専門的知識および技術を要する健康の保持増

進のための栄養の指導。

③�特定多数人に対して継続的に食事を供給する施

設における利用者の身体の状況，栄養状態，利

用の状況などに応じた特別の配慮を必要とする

給食管理およびこれらの施設に対する栄養改善

上必要な指導。

（2）栄養士・管理栄養士の免許
　栄養士の免許は，厚生労働大臣の指定した栄養

士の養成施設において 2年以上栄養士として必要

な知識および技能を修得した者に対して，都道府

県知事が与える。

　管理栄養士の免許は，栄養士の資格を取得した

上で，管理栄養士国家試験に合格した者に対し

て，厚生労働大臣が与える。

　つぎのいずれかに該当する者には，栄養士また

は管理栄養士の免許を与えないことがあるとされ

ている。

①罰金以上の刑に処せられた者

②�栄養指導業務に関し犯罪または不正の行為があ

った者

（3）管理栄養士国家試験
　厚生労働大臣は，毎年少なくとも 1回，管理栄

養士として必要な知識および技能について，管理

栄養士国家試験を行う。

　国家試験の受験資格は，図 3 ― 1 のように規定

されている。

（4）主治医による指導
　管理栄養士は，傷病者に対する療養のため必要

な栄養の指導を行うにあたっては，主治の医師の

指導を受けなければならない。

（5）名称の使用制限（名称独占）
　栄養士でなければ，栄養士またはこれに類似す

る名称を用いて栄養士の業務を行ってはならな

い。管理栄養士でなければ，管理栄養士またはこ

れに類似する名称を用いて管理栄養士の業務を行

ってはならない。

2）諸外国の栄養士制度
　栄養士の資格制度は諸外国においても存在する

栄養指導と関係法規c h a p t e r

3
総 論
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3．調査結果の推移と国民	 	
	 栄養の現状

　わが国では 1945（昭和 20）年から国民におけ

るエネルギーおよび栄養素摂取量や食品群別摂取

量，身体の状況，生活習慣について，毎年調査を

実施し，モニタリングしている。

　本節では，過去の調査結果からその動向をまと

めていくが，調査方法は変化をしながら発展して

きた。たとえば食事調査方法をみると，以前は世

帯一括で調査したものを世帯の人数で割って計算

する世帯員 1 人当たりの摂取量から国民の摂取量

を推定していた。1995（平成 7）年から比例案分

法が導入されて個人ごとの推定が可能になり，調

査日数も 1 日間となり現在も続けられている。ま

た栄養素等の摂取量を算出する食品成分表も，

2000（平成 12）年までは厚生省（当時）が独自

に編纂した成分表を用いていたが，2001（平成

13）年からは日本食品標準成分表に切り替わる

とともに，それまでの食品の生重量に基づく栄養

素等摂取量の算出から，調理による重量変化率，

成分変化率を加味しできるだけ実際に摂取した状

態での評価を行うようになった。このように，そ

の時々の状況に応じて調査方法などが異なってい

るということを念頭に置き，こまかい数値という

よりも，その動向に注目して評価をする。

図 4 ― 2　栄養摂取状況調査票における食物摂取状況調査
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で，対象者の課題解決のための行動を促す方法で

ある。

❷体験学習
　対象者が実際に体を動かし，調理実習や食農体

験を行う方法である。興味・関心を高め，知識や

技術を定着する方法として有効である。

❸ワークショップ（分科会）
　あるテーマについて，小集団に分かれて討議

し，その内容を全体でまとめ，討論する。

❹ディベート
　あるテーマについて肯定側と否定側，審判団に

分かれて，交互に役割分担をし，論争するゲーム

形式の討議である。問題を解決するにあたり，最

良の決断ができる能力を養うことができる。

❺ロールプレイ（役割演技法）
　対象者が，ある場面における登場人物に扮して

演技をし，ほかの参加者とともに討論して，解決

方法などを見出すライフスキル教育＊4 の 1 方法

である。課題を自分自身の問題としてとらえるこ

とができ，興味が高まる。

❻ピアエデュケーション
　指導者となる同世代のエデュケーターが，同世

代の仲間（ピア）に指導する仲間づくり教育であ

る。互いに親しみやすい。

2．教材・媒体

　教材・媒体は，視覚や聴覚に訴えることで，教

育目標や指導内容を的確にわかりやすく，伝える

ための媒介物である。対象者の人数や年齢，地域

性，知識レベル，学習意欲などに応じて適切な教

材・媒体を選択する。

1）教材・媒体活用の意義
　媒体には，教材と教具がある。指導内容に対す

る対象者の興味・関心を高め，理解を深める利点

や，注意力を高め印象を強くする働きがある。

　媒体は，「AIDMA（アイドマ）の法則」（表 6 ―

2）に従って作成すると効果的である。しかし，

必要以上に媒体を使用することは，逆効果になる

こともあるので注意する。

2）教材・媒体の種類
　教材・媒体には，①印刷媒体，②掲示・展示媒

体，③映像媒体，④聴覚媒体，⑤演示媒体などが

ある。それぞれの教材・媒体の特性を活かし，対

象者やテーマ，教育内容，方法に応じて，教育効

	集団のなかで，誰に焦点をあてるか。
　ある小学校で，A先生は，いつも，みんな
から取り残されているO君を何とかしたいと
考えていた。日頃の様子から，O君は，食べ
ものへの興味・関心が深いようだ。これを活
かそう！
　その日，A先生は，デパ地下で提供されて
いる試食には，どのようなものがあるか調べ
てくるようにという宿題を出した。発表の日，
みんなは，ソーセージ，ヨーグルト，スープ
などなど・・・O君は？
　O君は，みんなが気づかなかったこと，デ
パ地下での試食が美味しいのは，「ほんの少
ししか食べないから」ということを報告した。
拍手喝さい！ そして，みんなの仲間入り！
　このように子どもでも，1人が変われば，
集団全体が変わる。そのような指導を意識す
ることも大切である。

表 6 ― 2　AIDMA（アイドマ）の法則

Attention 注意を引く

Interest 興味・関心を高める

Desire 欲求に気づかせる

Memory 記憶に残らせる

Action 実際の行動をおこさせる
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果の上がる教材・媒体を選択し作成する。精選し

た優れた教材・媒体は，繰り返し使用すること

が可能である。

（1）印刷媒体
　パンフレット，リーフレット（給食だより，食

育だより，献立表など），卓上メモ（ポップ），新

聞や雑誌の切り抜き，図書，雑誌など（図 6 ― 2）。

（2）掲示・展示媒体
　黒板やホワイトボードをはじめ，ポスター，カ

レンダー，パネル，写真，実物，フードモデルや

人体模型など。

（3）映像媒体
　プレゼンテーションソフト，スライド，OHP

などの静止画，DVD，テレビ，映画などの動画，

インターネットなど。

（4）聴覚媒体
　ラジオ，テレビ，テープレコーダー，CD（コ

ンパクトディスク），MD（ミニディスク）など。

（5）演示媒体
　紙芝居，人形劇（指人形），ペープサート，エ

プロンシアター（フランネルグラフ・フランネル

ボード）など。

（6）そのほか
　かるた，カード，パズル（クロスワードパズル，

ジグソーパズル），クイズなど。

3．プレゼンテーションの技術

　プレゼンテーションとは，自分の意見や考え，

図 6 ― 2　食育だより
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表 1 ― 4（各論）　��乳児の 1日平均母乳哺乳量
と授乳間隔と回数の目安

月齢 哺乳量 授乳間隔・授乳回数の目安

1か月 745 ± 171�ml 出生後から 2〜3か月頃
ほしがる時7〜8回以上。2か月 842 ± 192�ml

3 か月 820 ± 158�ml ↑↓

4か月 781 ± 190�ml

3〜5 か月頃
眠る時間が長くなり，授
乳回数が 6，7 回くらい
に減る

5か月 786 ± 179�ml ↑↓

5，6か月頃

離乳の開始後ほぼ 1か月
間は，離乳食は1日1回。
母乳は子どものほしがる
ままに与える。

7，8か月頃

離乳を開始して 1か月を
過ぎた頃から，離乳食は
1日 2回。母乳は離乳食
の後に与える。離乳食と
は別に母乳は子どものほ
しがるままに与える。

9〜11 か月頃

離乳食は 1 日 3 回。 離
乳食の後に母乳を与え
る。離乳食とは別に母乳
は子どものほしがるまま
に与える。

12〜18 か月頃

食事が 1日 3回となり，
その他に 1 日 1〜2 回の
間食を目安とする。母乳
は離乳の進行および完了
の状況に応じて与える。

注）��日本人の食事摂取基準（2020 年版）では，2015 年
版策定後に日本人を対象として発表された論文にお
いて母乳の摂取量がほぼ一定だったことから，2015
年版と同じ値

資料）��廣瀬潤子，他「日本人母乳栄養児（0〜5 か月）
の哺乳量」日本母乳哺育学会雑誌，2（2008）

出典）��堺武男「特集・21 世紀の子どもの食　母乳栄養
と母乳育児」小児科臨床 Vol57：No.�12，2467
（87）．2004 および厚生労働省「授乳・離乳の支
援ガイド」平成 19 年 3月より作成

表 1 ― 5（各論）　��育児用ミルクの授乳間隔・
授乳回数と授乳量の目安

出生後
の時期
および
月齢

授乳間
隔・授
乳回数

授乳量の目安

出生後
〜3 ，
5日

ほしが
る時 1
日 8回

初回 10〜15�ml，（1〜数日ご
とに，10〜15�ml／回増量），1
日 60�ml／kg，2 日 90�ml／kg，
3日 120�ml／kg，4日 180�ml／
kg，7〜10 日 150�ml／kg

〜1 か
月未満

1 日 7
〜8回

0〜1か月 80�ml／回

1 〜3
か月頃

1 日 5
〜6回

1〜2か月 120〜150�ml／回
2〜3か月 150〜160�ml／回

4 〜5
か月頃

1 日 4
〜5回

4か月〜5か月 200�ml／回

出典）��本田義信「新生児編　人工乳の使用法と注意点」
周産期医学 2005　Vol.�35　増刊号：P365・
369 より作成� �
「授乳・離乳の支援ガイド実践の手引き」編集　
財団法人母子衛生研究会　2008

図 1 ― 5（各論）　��乳児の推定エネルギー必要
量の計算方法

出典）厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2025 年版）」

推定エネルギー必要量（kcal／日）
　　　＝��エネルギー消費量（kcal／日）� �

＋エネルギー蓄積量（kcal／日）

母乳栄養児のエネルギー消費量（kcal／日）
　　　＝92.8×参照体重（kg）−152.0

人工栄養児のエネルギー消費量（kcal／日）
　　　＝82.6×体重（kg）−29.0

身体活動レベルふつうの推定エネルギー必要量
（kcal／日）
男子　�0〜5か月：550　6〜8か月：650　� �

9〜11 か月：700
女子　�0〜5 か月：500　6〜8か月：600　� �

9〜11 か月：650
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（3）虫歯・歯肉炎（歯周病）
　学童期の虫歯の発症率は高く，歯肉炎もみられ

る。虫歯の原因はストレプトコッカス・ミュータ

ンス菌とよばれる細菌が食べ物などによって取り

込まれた糖分と反応し，不溶性のデキストランを

形成する。これが歯の表面に付着してネバネバし

た堆積物となり，さまざまな細菌を巻き込んでプ

ラーク（歯垢）をつくる。

　そのなかで糖分や炭水化物から酸（㏗5.5以下）

を作り出し，歯のミネラル（カルシウム）を溶か

す。プラークは，寝ている間の 8時間で成長する。

　子どもの虫歯は，5歳頃と 15 歳頃ができやす

い時期である。前者は乳歯，後者は永久歯の虫歯

の急増時期である。

　最近は，食事や間食にかたいものよりやわらか

いものが好まれる傾向があるため，歯につきやす

く発酵して酸ができやすい。また，噛むことが少

なくなりあごの発育が遅れたり，歯並びが悪くな

ったり，顎変形症になりかねない。あごの阻しゃ

く運動が活発であれば，脳の活動を活発にする。

また，食物繊維を含む食品や野菜などを噛むこと

で，あごの咀しゃく運動を促せば唾液の分泌が促

進され，その結果，自浄作用の効果がある。

　虫歯は，食物の消化吸収の効率を悪くなるため

栄養バランスがくずれ，健全な身体発育を阻害し

たりする。言葉を正しく発するためには，特に前

歯の存在は欠かせない。口元の劣等感は精神発達

や性格形成に悪影響を与えたり，食べたいものを

思いきり食べられないというストレスが生じる。

　子どもの虫歯予防として以下のポイントがあげ

られる。

①�カルシウム，たんぱく質，ビタミン類を摂取し

歯の質を良くする。

②�糖分を多く含む間食は歯垢をつくるので，量や

時間など与え方を考慮する。

③食後・就寝前の歯磨きの習慣をつける。

④歯磨きの成果の確認をする。

（4）食物アレルギー
　食物アレルギーとは，食物を摂取した際，身体

が食物に含まれるたんぱく質（アレルゲン）など

を異物として認識し，自分の体を過剰に防御する

ことで不利益な症状を起こすことをいう。食物ア

レルギーをもつ消費者の健康危害の発生を防止す

る観点から，過去の健康危害等の程度，頻度を考

慮し，特定原材料を定め，容器包装された加工食

品について，当該特定原材料を含む旨の表示を義

務づけている（表 1 ― 9（各論））。

表 1 ― 9（各論）　加工食品のアレルギー表示

根拠規定 特定原材料等の名称 理　由
表示の
義務

食品表示
基準
（特定原材
料）

えび，かに，くるみ，小麦，そば，卵，
乳，落花生

特に発症数，重篤度から勘案して表示す
る必要性の高いもの。

義務

消費者庁
次長通知
（特定原材
料に準ず
るもの）

アーモンド，あわび，いか，いくら，オ
レンジ，カシューナッツ，キウイフルー
ツ，牛肉，ごま，さけ，さば，大豆，鶏
肉，バナナ，豚肉，マカダミアナッツ，
もも，やまいも，りんご，ゼラチン

症例数や重篤な症状を呈する者の数が継
続して相当数みられるが，特定原材料に
比べると少ないもの。
特定原材料とするか否かについては，今
後，引き続き調査を行うことが必要。

推奨
（任意）

出典）消費者庁「アレルギー表示について」
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（5）子どもの食習慣
　子どもの頃に身についた食習慣を大人になって

改めることは困難であり，子どものうちに健全な

食生活を確立することは，成長段階にある子ども

が，必要な栄養を摂取し健やかな体を作り，生涯

にわたって健全な心身を培い，豊かな人間性を育

んで基礎となる。

　保護者や教育，保育に携わる関係者などの意識

の向上を図るとともに，相互の密接な連携のも

と，家庭，学校，保育所，地域社会などの場で子

どもが楽しく学ぶことができるような取り組みが

なされなければならない。家族そろって食事をす

る機会がさまざまな要因で減少しているが，家族

との「共食」は，望ましい食習慣の実践や，食の

（
公
財
）
日
本
学
校
保
健
会　

作
成

【表】学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）
名前　　　　　　　　　　　　（男�・�女）　　　　　年　　　　　　月　　　　日生　　　　　　　年　　　組� 提出日　　　　年　　　　月　　　　日
※この生活管理指導表は，学校の生活において特別な配慮や管理が必要となった場合に医師が作成するものです。

（
あ
り
・
な
し
）

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー　
　

（
あ
り
・
な
し
）

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

／

病型・治療 学校生活上の留意点

【
緊
急
時
連
絡
先
】

★保護者

Ａ　食物アレルギー病型（食物アレルギーありの場合のみ記載） Ａ　給食 電話：
１．即時型 １．管理不要　　　２．管理必要
２．口腔アレルギー症候群
３．食物依存性運動誘発アナフィラキシー Ｂ　食物・食材を扱う授業・活動

１．管理不要　　　２．管理必要 ★連絡医療機関
Ｂ　アナフィラキシー病型（アナフィラキシーの既往ありの場合のみ記載） 医療機関名：
１．食物　　　 （原因� ） Ｃ　運動（体育・部活動等）
２．食物依存性運動誘発アナフィラキシー １．管理不要　　　２．管理必要
３．運動誘発アナフィラキシー
４．昆虫　　　　（� ） Ｄ　宿泊を伴う校外活動
５．医薬品　　　（� ） １．管理不要　　　２．管理必要 電話：
６．その他　　　（� ）

Ｅ　原因食物を除去する場合により厳しい除去が必要なもの
※�本欄に○がついた場合，該当する食品を使用した料理につ
いては，給食対応が困難となる場合があります。

Ｃ　原因食物・除去根拠　　該当する食品の番号に○をし，かつ《　》内に除去根拠を記載
１．鶏卵 《 》
２．牛乳・乳製品《 》
３．小麦 《 》 鶏卵：卵殻カルシウム 記載日

　　

　年　　月　　日

４．ソバ 《 》（　）に具体的な食品名を記載 牛乳：乳糖・乳清焼成カルシウム
５．ピーナッツ 《 》 小麦：醤油・酢・味噌
６．甲殻類 《 》（　すべて・エビ・カニ ） 大豆：大豆油・醤油・味噌
７．木の実類 《 》（　すべて・クルミ・カシュー・アーモンド ） ゴマ：ゴマ油 医師名

㊞
８．果物類 《 》（　 ） 魚類：かつおだし・いりこだし・魚醤
９．魚類 《 》（　 ） 肉類：エキス
10．肉類 《 》（　 ）
11．その他１ 《 》（　 ） Ｆ　その他の配慮・管理事項（自由記述） 医療機関名
12．その他２ 《 》（　 ）

Ｄ　緊急時に備えた処方薬
１．内服薬（抗ヒスタミン薬，ステロイド薬）
２．アドレナリン自己注射薬（「エピペン®」）
３．その他 （ ）

（
あ
り
・
な
し
）

気
管
支
ぜ
ん
息

病型・治療 学校生活上の留意点

【
緊
急
時
連
絡
先
】

★保護者

Ａ　症状のコントロール状態 Ａ　運動（体育・部活動等） 電話：
１．良好　　　２．比較的良好　　　３．不良 １．管理不要　　　２．管理必要

Ｂ―１　長期管理薬（吸入） 薬剤名 投与量／日 Ｂ　動物との接触やホコリ等の舞う環境での活動
１．ステロイド吸入薬 （ ）（ ） １．管理不要　　　２．管理必要 ★連絡医療機関
２．ステロイド吸入薬／長時間作用性吸入ベータ刺激薬配合剤 （ ）（ ） 医療機関名：
３．その他 （ ）（ ） Ｃ　宿泊を伴う校外活動

１．管理不要　　　２．管理必要 電話：
Ｂ―２　長期管理薬（内服） 薬剤名
１．ロイコトリエン受容体拮抗薬 （ ） Ｄ　その他の配慮・管理事項（自由記述）
２．その他 （ ） 記載日

　　　年　　月　　日Ｂ―３　長期管理薬（注射） 薬剤名
１．生物学的製剤 （ ） 医師名

㊞
Ｃ　発作時の対応 薬剤名 投与量／日
１．ベータ刺激薬吸入 （ ）（ ） 医療機関名
２．ベータ刺激薬内服 （ ）（ ）

［除去根拠］　該当するもの全てを《　》内に記載
①明らかな症状の既往　　� ②食物経口負荷試験陽性
③IgE 抗体等検査結果陽性　④未摂取

図 1 ― 7（各論）　学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）
出典）（公財）学校保健会
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2）介護・食事サービスと栄養指導
（1）介護と栄養指導
　在宅介護を必要とする高齢者は，年々増加して

おり，介護者への栄養指導が必要となる。ここで

も一番の課題は低栄養状態を改善することであ

る。そのため，いかに食事を食べてもらうかが大

切となる。十分なエネルギーおよびたんぱく質を

確保することが必要であり，栄養士・管理栄養士

のみならず，医師，歯科医師，看護師，保健師，

理学療法士，薬剤師，ソーシャルワーカーなど多

職種と連携を取りながら進めていくことが肝心で

ある。これら高齢者は，一人ひとりの状況にあっ

た提供方法が求められる。

　介護が必要な高齢者にとって食事は一番の楽し

図 1 ― 12（各論）　高齢者の推移と将来推計
資料）内閣府「令和 6年版高齢社会白書」
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